
(様式）                                令和５年度　学校評価　学校関係者評価書 学校名 三木市立広野小学校 ４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

１　学校教育目標

２　本年度の重点目標
･基礎基本の定着と思考力・判断力・表現力の育成（知）

社会的に自立する基盤の育成 ･命や人権を大切にする心、思いやりの心の育成（徳）
･体力や気力、自主性やリーダー性の育成（体）

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】
評価の観点 評価項目（取組内容） 取組(達成）の状況 評価 改善の方策

学習指導
(研推)

○基礎 ・基本の確実な定着と個を伸ばす学習指
導の充実

○論理的に考え、伝え合う力の向上

〇主体的に学ぶ意欲と態度の育成

○自ら方法を選択し、学習に生かすタブレット
活用能力の育成

〇兵庫型学習システム及び教科担任制による学
習指導の充実

○基礎・基本の確実な定着と個を伸ばす学習指導の充実
　・週３日の学習タイムと週２日の読書タイムを１５分間設け、読書の推進および反復練習や単元の復習に取り組み、基礎・基本の定着を図った。
　・繰り返し学習等の指導方法を工夫したり、AIドリルを活用したりしながら、漢字学習等、学習習慣や基礎基本的な知識や技能の定着に取り組んだ。
　・３～５年生において広野小がんばり学びタイムを水曜日の放課後に実施することで、基礎・基本的な知識習得に課題のある児童については、算数の四
則計算を中心とした基礎的な知識を身につけるよう時間を設定した。
○論理的に考え、伝え合う力の向上
　・プログラミング学習を取り入れることにより、思考を整理したり順序立てて考えたりする場を設定するようにした。
　・児童が様々な方法で伝え合う場を設定することで、自身の考えを深めたり他者と比較したりする機会を設けた。
　・１人学びで自分の考えをもち、タブレットを使用したり話し合う場を工夫したりすることで、誰もが授業に参加し、考えを広げ深めることができるよ
うにした。
〇主体的に学ぶ意欲と態度の育成
・各学年に応じた「自主学習の手引き」を作成し、全校生で自主学習に取り組んだ。また、参観日やオープンスクールなどでノート展を開催し、家庭にも
啓発していくことで、自主学習の充実を図った。
・単元内自由進度学習を取り入れ、児童自らがめあてに向かい、主体的に学ぼうとする力を育てたり、学習計画を立てて取り組もうとしたりする態度を
養った。
○自ら方法を選択し、学習に生かすタブレット活用能力の育成
　・朝学習や課題が早く終わり余った時間には、自分で課題を設定し、タブレットを活用した学習に取り組ませた。
　・場面に応じて学習ソフトやアプリを選択し、児童自らが表現方法を工夫できるように学習内容の充実を図った。
　・定期的に朝学習の時間を使って全校生でネットモラル学習に取り組むことで、タブレットの操作能力だけでなく、情報収集や情報選択の際の意識向上
を図った。
〇兵庫型学習システムに係る交換授業・教科担当による学習指導の充実
　・教科を分担することで、よりきめ細かな教材研究や教材準備ができ、「分かる授業」「楽しい授業」の充実を図った。
　・より多くの教師が関わり指導していくことで、学習面だけでなく生活面においても共通理解ができ、より個に応じた指導に役立てた。
〇小中一貫教育の充実
　・教科を軸とした小中の授業実践を交流した。

A

・朝の学習タイムを充実させるために、タブレットを活用した学習を取り
入れ、系統的に基礎基本の定着を図る。

・広野小がんばり学びタイムについて、地域指導者の確保など、さらなる
充実を図る。

・兵庫型学習システムを有効活用し、児童の実態把握や個に応じた指導の
充実を図る。

・学びを深めたり広げたりする一つの手立てとしてプログラミング学習を
積極的に取り入れ、児童の興味関心を引き出す学習展開を工夫する。

・個別最適な学びと協働的な学びを充実させるために、個々の児童理解を
図り、学習方法を自ら選択できる環境を整える。

・教師自らが、新しい学習方法や学習教材を積極的に取り入れていくため
に、研修等の充実を図り、教師間で共有していく。

・教科の枠を広げて中学校との連携を図り、９年間の学びを実現してい
く。

・評価Aは妥当である。

・基礎基本の定着を目指し、ＡＩドリルの活用など子どもに合った学習方法を工夫している。多様
で効果的に取り組まれ、その成果は、児童や保護者からのアンケート結果や自由記述欄からも読み
取れる。個人にあった学習方法が見つかり、自主的に学習する意欲が高まることを期待したい。今
後とも自主性を育てる指導を続けていただきたい。

・プログラミング学習では、自ら学びを深める機会となっているようだ。低学年からタブレットに
触れ、また高学年の児童からも「こんなこともできる」ことを見せてもらい体験することで、より
楽しく学習できるようになっていると思う。

・昨年度のアンケート結果において、児童、保護者とも主体性に関わるものが若干低かったが、今
年度は全校生で自主学習に取り組まれることで、自ら学ぶ意欲に繋がっていると感じた。保護者の
方が実感できているところに至っていないようなので、今後とも自主性を育てる指導を続けていた
だきたい。

・単元内自由進度学習において、自らの興味関心を元に学習方法を選択し、実践する力を育てられ
ていることがわかった。今後とも、子どもたちに必要になる力を育む学習指導を続けていただきた
い。

・児童の興味を引き出し続けるのは大変だと思うが引き続き授業のムード作りを宜しくお願いした
い。

・９年間の学びの実現のため頑張って欲しい。

道徳･
人権教育
(人権)

〇よりよく生きる力を引き出す道徳教育の充実

○特別活動や家庭・地域と連携した確かな道徳的実践
の蓄積

○地域人材や兵庫版道徳教育副読本を活用し、ふるさ
とを愛する心の育成

○自己実現と共生をめざす人権教育の推進

○よりよく生きる力を引き出す道徳教育の充実
  ・各学年で内容項目や指導時期について計画立案した。さらに、生活目標や他教科と関連させて指導していくことで、道徳の時間に培った力を実生活に
生かそうとする児童の姿が見受けられた。
  ・人権月間では、人権標語や人権ポスターの掲示に加え、リモートで人権集会を開催し、人権作文の朗読を行うなど、全校生が人権について考える機会
をもった。「みんなちがって　みんないい」をテーマに、自分の良いところを紙に書いて模造紙に貼り、全校生が見える場所に掲示することで自尊感情を
高める取り組みを行った。さらに自尊感情を高めるために、各クラスで、互いの良さを見つけ合う活動を行った。
○特別活動や家庭・地域と連携した確かな道徳的実践の蓄積
  ・親子人権参観に向けて内容や資料を各学年で検討した。可能な限り保護者参加型の授業内容にしたことで、家庭と連携して児童や保護者の人権感覚を
高めることができた。
・特別活動では、異年齢で活動を行う機会を多くもった。月一回程度のスマイル班活動や、年一回のウォークラリー・スマイルフェスティバルを実施する
ことで、相手を思いやる心を育むことができた。
○地域人材や兵庫版道徳教育副読本を活用し、ふるさとを愛する心の育成
  ・兵庫県版道徳教育副読本を活用し、地域の伝統文化やふるさとを大切にする心の育成を意図した指導を行うことができた。
〇自己実現と共生をめざす人権教育の推進
・外国籍の児童の母国語を調べて伝えようとしたり、日本の文化を伝えたりして外国籍の児童理解を図り、多文化共生を目指した。

B

・道徳科の時間や人権月間だけでなく、日常的に仲間づくりなど、人権を
大切にすることを意識させる指導を継続して行う。

・道徳ノートや振り返りカードの活用について、本年度の実践から見直
し、授業の工夫・改善に努める。

・校内の人権集会などの人権月間の取り組みについて、家庭と連携を図
り、児童の人権感覚を高めていく指導を継続して行う。

・郷土資料、兵庫県版道徳教育副読本の活用を見直し、自分を取り巻く人
や環境を大切にできるよう教材研究に努める。

・地域の方を講師として招聘した研修を継続させていく。

・外国籍の児童と積極的に交流し、互いの違いを知り認め合っていける環
境づくりをする。

・評価Bは妥当である。
・教職員の取り組みには敬意を表したい。日常的に人権を大切にする指導、そして家庭とも連携を
図り、人権感覚を高める機会を多く設定している。自尊感情を高める取組により自分自身を見つけ
大切にでき、周りの人にも優しく、認め合える心が育っていくと考えるので、今後の推進も期待し
たい。
・保護者アンケート自由記述欄に「兵庫の学習が楽しい」とあり、郷土愛を育まれている効果だと
推察される。一方で地域の活動、行事毎はこれからの大きな課題の一つでもある。幼少期での世代
間交流を深める事が大事であると考える。今後の取組も期待したい。
・外国籍児童との相互理解を進め、共生社会を目指す取り組みも評価される。
・ある児童にあることを注意しようと「君の兄さんはね」と言いかけたら一言「人と比較しないで
ください」と言われた。彼が行ったことの良しあしについて注意したり褒めたりすべきだと反省し
た。逆に教わることが多い。
・異年齢集団の日常的な活動で、相手を思いやる心が育っていると感じる。ｽﾏｲﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙでの子ど
もたちの一生懸命な眼差しに感動した。多くの人に頑張っている姿を見てもらえる経験は、自尊心
が高まることに繋がると思う。今後も是非続けていただきたい。

健康・
安全教育
(安全)

○生命の大切さを実感させる教育の充実

○自ら身を守り、安全を確保する態度と実践力
の育成

○防犯防災に対しての教師の危機対応能力の向
上

○家庭・地域と連携した安全確保

○生命の大切さを実感させる教育の充実
　・カウンセラーと連携し、全学年で心の健康について授業を行った。また、道徳や保健で、自分の体や心を守る大切さの指導を行った。
　・委員会活動を通して、熱中症予防と風邪予防の啓発等行った。
○自ら身を守り、安全を確保する態度と実践力の育成
　・地域防災訓練として、本校４・５年児童及び幼稚園児、および地域保護者の方に参加していただき、地震体験・消火器体験・煙体験を行った。
　・避難訓練を行い、防災・減災についての考える機会を設けた。
　・２学期に６年児童を対象にネット利用教室を行った。SNS上で起こりうることを知り、身を守るための方法を学んだ。
○防犯防災に対しての教師の危機対応能力の向上
　・避難訓練の前に、統一した指導ができるよう消防署の方に来ていただき、防災無線の使用方法等について研修をしていただいた。
　・毎月の安全点検に加え、遊具の点検を行った。
　・教師対象に、警察官を講師に迎え、不審者対応のさすまた訓練を行った。
○家庭・地域と連携した安全確保
　・登校班に遅れて通学する児童や、登下校中地域の方に迷惑となるようなことがあった場合は、学級指導を行うとともに、地区児童会や朝会等で指導を
行った。

A

・児童の実態に応じた指導を行うとともに、カウンセラーなどの関係機関
と連携しながら、生命の大切さを実感できる教育を継続する。

・より実践に近い避難訓練を実施することで、児童自ら考え、安全に避難
できるよう、継続的に指導する。

・ICT活用のモラルや、スキルの育成に努める。

・今後も、最新の危機対応のマネジメントに対する研修を続けていく。

・定期的に、地区児童会などで、安全面や登下校のルールやマナーについ
て、児童とともに考えていく場を設定する。

・評価Aは妥当である。
・カウンセラーとの連携、委員会の活用、防災・避難訓練の実施、ネット利用上でのリスクの指導
等々、児童への教育だけでなく、教職員の研修、安全点検等も行い十分な活動がなされている。ま
た、登下校の指導など多くに時間と労力を割かれている。
・「自身の安全は自身で守ること」は大切である。地域や保護者が参加できる地域防災訓練を行う
など、より身近なところでの防災について考える機会がつくられ、より防災意識が高まった思う。
・防犯防災への実践経験不足や様々な要因が絡む事なので予防処置は今後もお願いしたい。ヒヤ
リ・ハット等、日々の小さな事案収集など情報共有が出来れば良いと考える。
・登校時、班によって集団行動に大きな差がある。集団で行動するときに守るべきルールをしっか
り教えておくことと、上級生がそれを下級生にお手本で教えること、またそうする必要がリーダー
にはあることを教える必要があると思う。今後も継続して指導されることを期待する。
・信号のない横断歩道では、手や旗をあげ、車が止まってから渡っているので安心している。ま
た、渡った後ふりかえって礼をして感謝を示している姿も見られる。立派な姿だ。
・ネット利用教室などは、6年生だけでなく学齢にあった知識を学ぶ機会があればよい。

生活指導
(生指)

○一人一人のよさを生かした学級経営

○指導項目の重点化と具体化および保護者・関
係機関との連携促進

○児童の内面的理解を促進し、いじめ・不登校
未然防止・早期発見・早期対応・早期解決

○SC(市・県）等による教育相談体制の確立と組
織的な指導の充実

〇一人一人のよさを生かした学級経営
　・「見守る児童の研修」を年に2回実施し、また、毎月の職員会議の時間を利用し配慮を要する児童について共通理解を図り、指導に生かしている。
　・毎月の生活目標について学級ごとに具体的な内容を掲示し、意識させることができた。また、話し合いにより、発達段階に応じて適切に指導すること
ができた。
〇指導項目の重点化と具体化および保護者・関係機関との連携促進
  ・児童会や各委員会が主体となって啓発活動を行うことで、児童の自発的な行動につながっている。
　・タブレットの利用方法を確認し、情報モラルについての意識を高めることができた。さらに家庭への啓発を図ることができた。
　・月に１回、朝タイムを利用し、ネットモラルの学習を全校で行い、意識を高めることができた。
○児童の内面理解を促進し、いじめ・不登校未然防止・早期発見・早期対応・早期解決
　・心の健康観察を学期に１回ずつ行い、気になる項目に関しては個別に面談をするなどし、児童の内面理解を図ることで指導に生かしている。
　・生活指導委員会の中で、問題行動や不登校児童に対する対応について検討し、また、全職員で共有することで共通理解のもと指導することができた。
　・不登校児童、不登校傾向の児童に対する対応について、その都度、該当児童への対応策を練った。加えて、必要に応じてケース会議を開き、指導の充
実に当たった。
○SC(市・県）等による教育相談体制の確立と組織的な指導の充実
　・問題行動や不登校についてSC・SSWや関係機関と連携を図りながら、教職員、保護者との相談や児童への指導にあたることができた。

A

・児童会や各委員会と連携し、児童集会の場などで児童が主体となった啓
発活動を行うことで毎月の生活目標の指導を促進する。

・専門家を招いてスマートフォンやSNSの利用についての学習等を中学年、
高学年を中心に行い児童の情報モラルへの意識を高める。今後もより保護
者参加型の啓発を呼びかけていく。

・今後も児童の問題行動やいじめ・不登校児童への対応について全職員で
共通理解し、SCやSSW、関係機関との連携を図りながら組織的な指導を継続
していく。

・あいさつ運動では、児童会活動を中心に啓発を続け、教職員が率先して
取り組む。特に地域の方や来校者に対するあいさつについては家庭と連
携・協力を継続しながら、さらに道徳等の教科と関連させることで重点的
かつ継続的に指導する。（登校班への声かけ、模範となる児童を褒めるこ
と等継続）

・評価Aは妥当である。
・いじめ・不登校に関して「早期発見・早期対応・早期解決」の素早い対応をとられる体制づくり
に努めている。十数年ほど前に「広野っ子のくらし」に家庭教育に委ねるべきではないかと思われ
る項目（量販店への出入り・自転車の使用学年とその使用範囲）が見受けられましたが現在はいか
がでしょうか。校則に関しては、保護者・児童達とよく話し合って頂きたい。
・学校から持ち帰るタブレット、スマートフォン等、正しく使用する方法を身につけることを、家
庭と共有していくことが大切だと思うので、保護者参加型の啓発は効果的であると考える。
・心の健康観察、「見守る児童の研修」を実施され、配慮の必要な児童や家庭への理解を学校全体
で行っていることは家庭にとっても心強い。保護者のアンケートより、児童の内面に寄り添い指導
されていること、学校生活の様子を知らせるなど、保護者への寄り添いに尽力されていることがわ
かった。
・教職員のアンケート結果において下がっている項目が、来年以降に改善されることを願う。
・先生の対応、友達との交流が高評価なのは全てに繋がるとても素晴らしい事と思います。
・あいさつは家と外では違うので大丈夫だと思う。
・あいさつは声が小さく、毎朝顔を合わせていてもあまり積極的ではない。「挨拶運動」をされて
いますが、目的とどうなれば成功か評価基準を明確にしておくのが良いと思う。（難しいですが積
極的にするべき人としなくてよい人を教えておく必要もあるかと）

特別活動
(特活)

○児童が主体的に活動する特別活動の推進

○一人一人が生かされ参画する学級活動の充実

○児童が主体的に活動する特別活動の推進
　・縦割り班活動では、常時活動のほか、ウォークラリーやスマイルフェスティバルなどを通して、学年を超えて他者理解をしながら協力的な活動ができ
るように支援した。
　・委員会・クラブ活動では、自主的に活動内容を考えさせ、学校のために活動できていることに充実感・達成感を味うことができるように指導、支援に
努めた。
○一人一人が生かされ参画する学級会活動の充実
　・学級会活動では、よりよい学級づくりのためにそれぞれの課題について話し合い活動を行ったり、学級生活の充実を図るための主体的な組織を作って
　　協力して活動をしたりする機会を設けた。

B

・縦割り班活動を重ねる中で、異学年間で関わる機会が増え、相互理解に
つながった。今後さらにいろいろな形で交流がより深まるよう支援してい
く。

・委員会活動においては、児童が主体的に取り組みを考え活動している姿
が見られた。より主体的な活動を目指し、児童が課題を見つけたり、修正
したりすることができるように、活動を複数回設定するなどの工夫をして
いく。

・児童が学校生活をよりよくするための事柄について話し合いを有意義な
ものにしていくために、自主的・主体的な委員会活動の進め方や内容を検
討していく。

・評価はＢではなく、Ａが適切であると思う。
・今年度も縦割り班活動をはじめ、児童が主体的に活動できる機会をたくさん設けられている。
委員会活動やクラブ活動において、児童の意見を取り入れ、自主的に活動内容を考えさせるなど、
日常的に主体性を大切にしていることがわかる。アンケート結果からも、友達の個性を認め、協力
して学校生活を送っていることがわかった。
・異学年間で協力して活動をすることでお互いにいい刺激になり成長につながっていくと思う。失
敗から成功体験をすることで自分たちで改善策を考え、修正していく力が養われていると思う。
・保護者の期待が高いのが伺えるが、子ども達をもっともっと褒めていけるように共有できること
を増やせればよいと思った。躾け以上の押し付けにならなように気を付けたい。

特別支援
教育

(特支)

○特別支援委員会による支援体制および相談体
制の構築

○教員の専門性の向上と、個に応じた指導の充
実

○国際理解・多文化共生教育の推進

○園小中連携教育の推進

○特別支援教育の推進
　・一人一人の教育的ニーズに応じた「個別の支援計画」「個別の指導計画」を作成し、関係機関と連携しながら効果的な支援、指導を行った。
〇個に応じた指導の充実
　・支援を必要とする児童の実態把握や指導、支援内容の協議、見直しを定期的に行い、教職員間で共通理解を図った。
○国際理解・多文化共生の推進
　・日本語指導の校内研修や教育支援委員会において、日本語指導や多文化共生教育の必要性を共有する機会をもち、教職員の意識向上を図った。
  ・対話型アセスメント「DLA」や日本語習得度確認シートを用いて、外国にルーツをもつ児童のことばの力を把握し、日本語指導や生活支援に努めた。
　・外国にルーツをもつ児童を含め、全児童が互いに国の文化や生活習慣等の違いを認め合い、多文化共生理解が図られるよう日常的に指導、支援に努め
た。
○園小中連携教育の推進
　・園小や小中の連絡会を開いたり、園所を訪問したりし、学校園での取組や園児、児童、生徒についての情報交換をし、連携を深めた。

A

・個別の支援・指導計画については、医療や福祉等の関係機関の情報を反
映するとともに、評価や見直しを定期的に行う。

・児童の実態の状態を踏まえた教育課程編成や交流・共同学習などについ
て実践事例を収集、発信し、教育内容・方法の充実を図る。

・多文化に触れる機会を増やし、国際化に対応する能力を育てるための授
業の改善、工夫をしていく。また、新渡日の児童をはじめ、外国にルーツ
をもつ児童の日本語指導についてもさらなる校内体制づくりに努める。

・連絡会や交流等で園児・児童・生徒の共通理解を図り、連携を深めると
ともに、特別支援学校や医療・福祉機関等からの専門的な助言を得る。

・評価Aは妥当であると思う。
・困り事の発信や気付きの共助精神が高評価なのは大変素晴らしい。日々の些細な具体的なコトの
共有を全児童間、全保護者間でも出来ればホッコリする。
・個別支援・指導計画を作成し、協力体制を構築されており、また、外国籍児童が多数在籍する現
状から日本語指導に力を入れておられること評価を高くしたい。さらに、効率のいい学習計画を進
め、教職員の負担軽減と外国籍児童の学力向上を目指してほしい。
・学習面や行動面など、指導について専門性が必要になると思うが、関係機関と連携しながらより
よい支援を行っている。外国にルーツのある児童が増え、また多国籍に渡るとお聞きし、日本語指
導にあたられている先生方のご負担があるのではないかと思ったが、教職員で共通理解を図るな
ど、学校全体で個に応じた指導に取り組まれていると感じた。アンケート結果にも表れている。
・園小、小中の連絡会をもつなど連携教育にも努めておられ、すべての面で評価に値する。園・
小・中での交流や、訪問があることで、入学後もスムーズに学校生活を送れるようになると思う。

こころ豊かに　たくましく生きる広野っ子の育成　（自ら学ぶ学びのたのしさあふれる学校）　　～　豊かな心・確かな学力・健やかな体　～ ・心や考え方のことになると評価が難しいところがあるがアンケート項目には、その難しさを平易
にまた、評価しやすくしてあり回答しやすいものであると考える。
・教職員・児童・保護者を対象としてアンケート結果が明示されていること、今年度から平均値に
て明示されていることなどからもわかりやすくなっている。よって、学校評価の実施方法、自己評
価は的を射たものであり、適正であると考える。


